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LenkthinF.115'90 475 355300 2】5100 95

I
Width hJL 82■55 55･60 50 40 35 20

l .＼
liolotypc:1早,Kurosor!,KOchi-ken,11･VII･1939
byK.Obayashi.

IToStpTant:Unkdown.

Type7ocaTity:Tosanokuni,Shik'oku,Japan.

Thisspeciesmaybeeasilyseparatedfrom a一l

otherspeciesofthegenusGE'grzhtoEhripsbythe

followingcharacters:thepresenceofthemajor

setaeontheforefemur,theprolongedintermediate

如 22 怨-Il.

-J'ointioEantenna,thclong;ccpllal王csetaeon
r thehead,thepreschceoHoursenseconesonthe

I (hirdantcnmljointandwith )ongtubethatiS

about5limesa970ngastileninth abdominal

1Segment.

Theabove chふtaclers are possibly ofnew

gencr王cvalue,thereforeIwillbeconfirmedasthe

generiC■rankwhenagoodseriesofthisspecies

areobtained.

Itakep7easurein;namingthisspeciesLatter

ProfessorC.Harukawawhoisafaniousapplied

entomologist.

EcologicalStudic80fMay･hcctlc8in tJICFore卓tNurSCry.Sukehisa＼AIFT0(Divisionof

Edtomology,･NationalForcSt.Exp占rimcntStation,Tokyo).Received‡Nov.6,.1956.Botyu･

Kagaku,'22,97-104,1957,(withEngl王shresume,103).

17･ 首畑t=/*息加書するヨガ早ムシ矧 こつし､て･ 鑑野祐久 也 林省 林業試験場 保In由 良占
料)31.ll.6受理

i

望 ん で 各 州 忠.曹 博 士､の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

林潔苗射て棲息加告するコガネムシの胡煩友びその発生消環を知るために. 成虫に対しては青色蛍

光誘蛾灯を苗舶附近!こ点灯.W禿し,幼虫Iこ対しては苗射7)掘収り調査を行った. また苗木に対する

加即 寺期並びに被告丑調j軌ま,幼虫の櫨瓜密度調式と平行し.て行い, コガネムシ析幼虫の棲息深度

の季節的変化てつ(､ては地温の測定と相子周咋抑取り調丑を行い. それらについて考察を行つT:.

以上は苗舶-こ棲息加古Tるコガネムジ朝幼虫の男正と吐怨の調査研究書とよって, 合割 勺な防除研究

の韮礎宍料を柑んとしたものであろ.

林菜llH畑に放けるコガネムシ訴幼虫の紋日は古くよ

り関田となっており,今迄に粒々と調韮研犯されてき
た.敬後韮前並びに近杯FJI菜の紘大に伴って,幼虫に

よるlu7本の被告と成虫にj:る林木の古宣告とは,.林業経

･TltのfL!約化につれて被21-度を和してきたようである.
その被告程度は幼虫の種研及び横臥密皮によって只な

ち,柾鰍 こ機息密度の高い靭合は8,9月頃までに捕

球苗も移植前もその大半は佑択するか,或は成長阻止

されて頗苗となり,地肌の見えるような汲野を受ける

ものである.このような苗畑のI耳i変苦虫であるコガネ

ムシ類の幼虫を合理的に防除するには,全国的に本望t.
出の印税及び生態を規-qすることが必要なので本研兜

を行った.

木調-Il'研'犯を行うに当って,林野庁研兜普及課,菜

務汎 久日経用rrIY.各爪の保証将門技術普及員並びに
RT引出潔大学助手後閑悦夫氏らの協力を和た.ここに :

[･B洲の忠を洪する. t

青色や光柄蛾灯に誘殺されたコガネムシの種類 .

成山は耶招m矧 こ放て加tLrすることは少ないのであ
るが.践卵する可紹雀があるのでその租!訊 発生消長

及び発生虫の調査を行った.使用した青色懲光誘蛾灯

は20ないし30ワットで,苗舶附近に点灯した.コガ

ネムii薪についてはその生活史の不明なものも､ぁり■1,

クロコガネ,オオクロヨガネ及び亡.ロL9ドコガネ衣料

のものは成虫で越冬するが,多くの班郡は幼山で越冬

し,6,7月 卯から羽化成山となり･.交Ii産卵を紙っ
て発生の紙氾するのは9月上,小畑でZ/)ち.ただJ戊山

で越冬する和矧 ま,t='ロウドコガネ五郎汀のJ:うにその

発生は中い.*州,四回,九州の各'1三川本桐召ql':ぴに偶 .

に依印して点灯搾焔してもらったコガネムシ獄のうち.I
本州で採火したものを--11ホするとm l=Rの如くである.
採用方法は,速攻点ミ灯採処と1迎1校点灯採災である.
従って,後者の点灯日数の少ないことと,現地の点灯

期間が設計の点灯期間即ち5月下旬J:t)はるかに遅れ -I

ている所が多かったことから,弟1表に記録もれのし

ている樫項もあると考えられる,

.第1衣で判明するように,採袋きれたコガネムシ科
の昆虫は35超であり, そのうち苗木を食等する可詑

性のあるものは30印内外と考えられる. 発生環の最

も■多い種類は,ヒメコガネで,8倍所のうち5倍所に

放七鮮占種となっており,他の3田所に於ても並鮮占
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Table1. May･beetlescollectedbythefluorescentlighHrap-inthentlrSery.

. Species∫ Akita Yamagata YamagataYamagata Niigata ..Ⅰshikawa Shimane ･Ⅰbaragi

Ho.n30 Mamur_ogawaTsuruoka Oguni. Honai HitlChidaili MatPue Tomobe

1ハⅡ-20/Ⅸ一｢i爾 21ハ1-2/温Ⅰ/Ⅶ-31/.Ⅶ15/Ⅶ-8/Ⅷ 6/V.-26/1 1即Ⅶ-7/Ⅸ27ハI-12/Ji

ISericabo♭ts

S. j上砂oJlica
/S. orienlalis

S. similis

S. spissz'grada

AulosericacasLanea
A.secl･eEa

イ ApogonidamidaL

LachnosEernLZPicea
L.ktloLonensis-

L. mofosa

_Granidaalbolineala

HePfoPhyllapicea

MelolonLhajaponica

M.fraler

●Apomalaalbopilosa
A. cosLata

A. cuprea
A.(血imiana

A.geniculaEa
A. lucens

A. mulEisLrL'aLa

A ･rufocuprea
A. vin'dalla

Jl. orienEalJ's

A.flavzILabn'S

- A. st,Zelidens

.A･.LesLace.t'pcs
･' AdorcLus
'' LcIJuL'11はCulaLus

Allomyrl'lM
dJ'chotollla

･ Rholhbol･111L'/la
JapoJIica

OTuhophagzLSSp.

BolbocerpsoTna
'nigroL,lagiaEum

22

19

5

28

278

115

450

83
393

219

23

847

弼

5

1

1

諮

19

48

棚

5

22

溺

144

-

8

1

6

0

7

1

0

7

7

8

3

9

5

7

1

6

1

1

畑

2

4

301

6

朗

1

肋

56

624

8

湖

013

7

~
'

2

2

8

1

1

1

22

18

30

1

はl

31

55

1

19

SSI

27

1

､48

1

4

128

155

5

3

457

73

227

.1

88

10

62

615

5

2,196

22

ワ一
2

1

0

2

8

8

5

一.■
1

7

5

0

9

1

6

2

1

1

1

1

1

1

2

1

5

5

0

1

1

1

2

3

0

1

1

71

2

別

432

66

13

51

59

2

3

桜草なっている所が2倍BTT,符4位が1倍所とヒメコ

ガネの棲息密政が庄当的に商いことが脈凱帽れる･秋

Emriの木江芯加に放てはヒメサクjl3'ガネが傑占郡で,

次でヒメコガネは盃俊占柾となっている.また石川県

ガネは止健占珪となっている.島根県の松江苗畑に放

てはアオドゥガネが歴占超で,t.ヤイロコガネ, ドゥ

V8
/

ガネブイブイについでヒメコガネは節4.位となってい
る..このような誘殺コガネムシ額の質的釆虫的空鍬ま

班的分n,田畑の設暁条件文は年旦により舛るものと

考えられるが,ヒメコガネは何れのlLL]P畑に放ても鮮占

越か,または亜段占越或は亜僚占超ot発生矧こ近く.

穐めて適応性の強い吉良と考えられる.ヒメコガ利こ

坤放してその発生虫は少ないが,何れの-皿畑に放ても

′ ~

＼
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Table2. Whitegrubpopulal王OnoEseveralspeciescolTcctcdinthenurseryfrom
MarchtoApriL (NumeraT9h parenthesesarcpercentagerepr由cntation.)

採旅される種籾にスジコガネ,ハンノヒメコガネ,サ

クラコガネ,ドゥガネブイブイ,アカビロウドコガネ

の5校があり,.次に述べるように,ハンノヒjコガネ

以外の前記5孤獄の幼虫は何れの苗畑からも採袋され

ていることから,広く分布するTil''射浮出ということが

できよう.

古畑に棲息加害するコガネムシ幼虫の種類,

加亭時期及びその被宰畳 ′

苗知日こ棲息加古するコガネムシ幼虫の柾軌 生態()伝

びにその発生虫を知るために,著者は朋栄地方以夕日こ

各営林局署及び県に依耕して 3,4月に古畑の抱取り

調査を行い 1m空寝に掘取り採旅したコガネムシ塀の

'幼虫について同定分茄を行った.その結果の一部を表

示すると弟2表の如くである.

ilT!2衣は特別な場合を除いて,1m℡深さ40cm の

糊所を10倍研和取り, 10cm 矧 こ掘取り土壌を節別

･湘ffした紙栗で,Hl矧 こ払臥するコガネムシの柾桝と

発生IMRモを知る一つのfT料である.この調査によると,

-JYJ'刑にt2Lnするコガネムシの梯矧まヒメコガネ.ドゥ

ガネブイブイ,サクラコガネ,セマダラコガネ,スジ

コガネ,クロコガネ,マメコガネ.ナガチャコガネ及

びビロウドコガネBIiF=こ川する柾規である.そのうち,

t='ロウドコガネBlif.:tの幼山は別馳矧こ放て分類同定は

田村とであるが.大体15抑内外と考えられる. しかも,

その内 AnoITlah liiiのものが5和桝もいることは.E3

菜召出がやはり林菜等虫でもあることを示すものとい

えよう.なかでもヒメコガネの幼虫は調査苗畑のすべ

てから採放され 且つ10倍所の苗矧 こ放て優占種と

なっている.しかもヒメコガネが俊占桓となっていな

い2倍JTr.即ち変域県蔚山の苗畑における佼占矧 まセ

?'ダラコガネ,滋怨県曽根の苗畑の僚占柾はクロコガ

ネであるが,何れも亜優占種はヒメコガネである.ま

たヒメコガネの密占度は極めて高く,殆んどの前知=こ

於て 50% 以上を占めており,そのEa前は千茄爪旭町

の苗畑で 96% となっている.耶2に採脚書王の悶い和

類はビロウドコガネ東和がJ:ぴクロコガネで9倍祈.

節3位はサクラコガ才の7倍l所,11754位はドゥガネブ

イブイ及びマメコガネの5倍所となっている.以上の

此校的採Lfミ串のホ'机 6ヽ概況のうちヒメコガネ.ビロウ
ドコガネiEi札 サクラコガネ. ドゥガネブイブイは,
梓川年鑑に一派一致しない点があるにしても.1戊山の
灯火誘殺の紙幣m1.IRに放て何れのi'h'畑にも楼思して ､

いる柾斑である.セマグラコガネは柴竣Lr.1,以LLlの苗畑

に於ては優占種となっているが,採火田所は4倍所.

オオクロコガネ及びナガチャコガネは3田所,スジコ

ガ車は1倍所から採免されてい るに過 ぎない･iLr8

1953年の灯火誘殻で･アオドゥガネが匪占柾であった山

根県松江の苗畑からは,1954年に多数のアオドゥガネ t

の幼虫が探究された.このように,幼虫が前鮒に桟瓜

加告する種矧 まマメコガネを除いて,灯火誘祝で採HS
J99
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山来る組班であり.しかも苗如附近に楼息する成虫の

梯桝の半･放以下r･ある.斯かる現象は掘取り調査両税

が少なかったこともあろうが,磁殻による棲み分け:ち

Lu旅しているものと考えられる.

つぎに加凹時期であるが.一般に4-10月は加害さ

れる'･iJ他姓がある.しかし.1,2令幼虫による被害は堵

収的柾故で,3令幼虫による被害が最も汲茜である.

1従って幼山のIB息密鑑にもよるが.3令幼虫の多い時

期が概して叫臼の著しい時期となる.茨城県友部苗畑

､に於ける1951年3月の-100m℡に及ぶ由取り調査の結

iI!では.Ii:メコガネの1令幼鑑 2,%, 2令幼虫 66%ト

3令幼山 327i,抑烈 日県渋沢苗畑に掛 ナる事951年4

)jの脚取り捌出の純米では,2令幼虫 71%, 3令幼

,山 29% であった･このように12令で越冬する幼虫
の多いluP如lに於ける奴も甚;fしい加部 等期は,3令助

山ゐ多い 5-6月d1回である.,しかるに,三重県印
71了の拭映lu7朋に於ける1953年4月の誹丘査結果では,ヒ

メコガネの2令幼虫.18%,3令幼虫82%で,越年幼

山による群の加告のはかに.年内に過半数が3令にな

る新幼山によって加告され,被吉は春秋2回現われた.

コガネム■シ翻幼虫による苗木の被告虫については今

迄に'LE碓な.封紙が少ない2)で,1952年riEより1回味皆
i竹木の披u皿湘恋を始めた.その結凪 コガネムシ柄

幼山の加rJIによるヒノキの1回探替苗の帖的率は.求

卿 ふ&粗TT棚に放ては 24.7% で庇苗,神奈川県渋沢
TJ.J'知日こ於では 21.4% で2位を示し,兵雌爪山崎町の ,

-aI'畑=こ放ては 3.8,% で,その枯ifl串は奴低であった.･

純金胡王日出 (1調査地の両税 200-800m:)ゐ平均枯
111糾 ま13% である.しかし.翌春叔取つ･T=全部のlLiJt･

(

u
u)
tp
d
a
白

100

ノ

由 22 巻-Ⅰ̀

木について.コガネムシ類幼虫などの加皆による城西

を枯択苗に加えた被告率は,友部苗AIlのヒノキ苗に放

て59%,.渋沢石畑に放て 53% となった.スギの1匝Ⅰ

床皆苗の払択率は,最高 22.2% (新潟頗保内苗畑),

-最低 0.1% (茨城県友部苗畑1,平均 6% であった.

コガネムシ類幼虫棲息深度の季節的変化 ･

土壌昆虫のなかには,季節刃に垂直移動を行うもの

のあることは古くよt)知られ七おり,コガネムシ獄の

幼虫に?いても季節的垂直移動の調査研究は試軌 と於

･てもすでに新島 ･柚 ･田本8㌧ 明永3),沢11),中島7㌧

田村)eJ等によって行われている.

次に石川爪火打谷苗畑に放て行った用年拍叔り調査

のうち,1952-1954年の結朱を図示するとail図の如

くである.

この調査は1952年より今日まで続行しており.lla一畑

の休閑地を利用して毎月 1m空ずつ 10m!を 10cm毎

に 40cmまで節別詔.晒 した結果である.｣二の図表で判

明するように,110月下旬になって地温が14-170に成

下すると.楼息密皮の良も高かった 0-10cm の幼虫

は下方に移動を始め;10-20ch の幼虫は息密皮が収

も高くなる･ついで,地温が益 低々下して6-80の12

月下旬には10月下EOと同位10-20cmの棲息密皮が虫

も拭く,0-10cm のは息密度が減じて20-30cmのは

息密既とはば同程度となる･1-2月の地温が 114.-

3･60に低下してもやはり10-20cmの械息密皮は瓜も

高く,次が0-10cm及び20-30cmで,30-40cmの

桟息密皮は柾めて低t'､.･3月下旬地温が7～S｡に上界

しても10-20cm の校良密皮が皮も詔く, やや 0-

Percenta甲 ofgrubpopulation
0 10

■ ● ■ ←

I I l t `t

90

8 15 0 10 90 0 10 90 0 10 釦 30 5 15 25 5 .15 95 0 10 90 30

10 3 0 0 牙 ) 仰 60 0 20.40 60 10 30.0

守 .

,

さ 111 0 10 90 80 0 10 90 30 4 15､25 0 10 90 0 10 90 3 0 01与
L ､soiltemperature (OC)
Fig･1･ Seasonalprevalenceofthegrubpopulat王oninthesoil,
observedatHiuchidanlnursery,IshiknwaPref.
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防 虫 科 学

】Ocm の控瓜何姥が耶くなってくる械ll'db>'見られる.

しかし.4Jrll'仰 こなって地fuが10-120に捕まると

上方に朽効するものが多くなり.0-1'ocmのは瓜坪蛇

が伯も朽く.60,oi近くに糊加する.4月以附 由駄目ま上

V7･をたどり,5月の17-17.40, 6月の20-22.60,
7月の22.8-23.80,8月の25.3-28.30.6月の20

-22.90の問では 0-10cm の棲息密度が極めて前く,

下方に行くに従って楼息密度は減少している.次に土

坑の搾き別温度分布と幼虫の移動を見ると,第 ‡図に
示すように越冬期間の地温は上方が低く,温床曲緑は

皆左に憐いているが,幼虫が上方移動を始め, 0-10

cm の校息密度が布くなる4月giは汗さによる地瓜の

差が少なくなって,搾き別氾皮曲線は垂田に近くなり,

その後地氾は逆転する.そして地配の益々上昇する5

-8月は 0-10cm の横瓜密度がLaも拓く,その間の

托き別氾度曲線時右に傾いている.･しかし,9月下旬
になると深さ別況皮の差が少なく,況皮曲線は立って

くる.そして10月下旬になって氾皮が再び逆転して,

況度曲線が左に悦くと幼虫は下方に移動し,10～20cm

の様な密度がEaも布くなる./

次に希苗畑Tji井関桝田前後に旅するコガネムシ郊幼

虫の汗脚 り楼瓜状況を.71河流し串 純 を示すと茄3衣の ■
如くである.

郡 22 啓一I

･訂.1いのは,調訊:鴫に掛 ナる地刑のlrC下によるものと･考
えられる.上記の:Wj瑞llm!から.コガネムシ獄幼虫は

1m_･n放び移脚..jlglには,iT休の恥部を允凹しやすい土
城の拭い部分に佃も多く梯瓜していることが判明した.

1
考,. 無 ■

灯火誘役弛びに掬取りによって調査した結果では.

荷船附近に棲息するコガネムシの種類は34種であるが,

苗畑に棲息加等する幼虫の種類は15樫内列と考えられ

る.･こうした現象は,成虫が苗畑附近に棲息していて

も.産卵場所が苗畑以外であって,苗畑苦虫とならな

い種類が半数以上棲息していることになる.苗畑に楼

瓜加告するコガよムシ類幼虫のうち,ヒメコガネの幼

虫は何れの苗加にも楼息し,発生銃も多く'殆んギの

l均合 50-97,00'を占め.侍占印か並犀占打となってい､
る.ヒメコガネについで広くf_Ra加持している印天利ま
ti･ロウドコガネ耶 TL クロ占ガネ.サクラコガネ.ド

ゥダネブイブイ及びマメコガネで.･セマグラコガネ,

オオクロコガネ,ナガチャコガネ.7,tぴスジコガネの採l
.雉率は低い.前述したように,耶･71･の附的 .Vm約取
ではヒメコガネの採升将杓 び発!fimがJttもriLlのに比

赦して,新仏 ･約 ･打が 'は木肌 ●pqA田及び九州で披､

告の比較的少TIいナガチャコガネが北氾inでは_TTは Tl･

Tab一e-3･ Vert王calgrubpopulationperlOm℡inthemrscryinspring.

(Numeral占inparenthesesarepercentagerepreSCntntJ'on.)

I

調禿地は秋田瓜大曲営林索,木庄営林乳 角鉛軍柿

平.LLl形爪穴金目旧林習,小国営林署,富山貝印1倍
林で坪内の-lTi机及び山梨,mruQ沢,石川県火打谷,硫京

都砧及び千茄爪茂原岱畑の･10箇所12回の調査結果で

ある.m.TW三池によっては綱取り適期をやや逸したもの

もあらが, 12同の調丑のうち10回までは 0-10cm

に脚 ナる幼虫の排瓜密度が最も高く,26-96% を占め,

10-20cm.20-30cm どFに行くに従って校昆密姥

は低下し.30-40cm には横息しない場合が多い.TYu

秋田. 田山両爪下の調光で 10-20cm.の按良密既の

Tl.J'NlnrTihであると印岱してわZ).矢野!)はナガチャコ
ガネが木州il邦以北の苅刑でヒノキ,スギ,カラマ･ツ

及び トウヒに汲EufZを及ぼしていると報告している.肱

只6,､は仙台地方の苗畑調査で,掴取り幼虫の 67% 串L
ナガチャヨガネであ.ること,中島7'は北海道各地の苗

畑調査の結果,.最も発生の多い種類はヒメコガネ及び

･ツヤヨガネであるが'サクラコガチ'スジコガネ･,オ

..オスジコガネ及びナガチャコ牢ネの4種の告も甚だし

.く,上記6種のコガネムシを重要告虫と報菖している.

菰野 ･小串 .徳永 :今泉1･今 は茨城県友部前畑に於て
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100m空の幼止抑取り調査の結軌 ヒメコザネ96･5%,
サクラコガネ 4･6%,ドゥガネブイブイ 0･2_,oo',クロ

コガネ 0.5%, ビロウドコガネ亜科 0.3% で,ヒメ

コガネ幼山の発Fl出が極めて多いことを報告した.上

記の如く,著者の本州に放ける調査結果では,.ナガチ

ャ.コガネは石川及び滋fFl県下の苗畑から埠少数採集さ

れただけで,重要な苗畑害虫とは考えられない.

コガネムシ類幼虫による苗木の被告塁に関しては,

コガネムシ幼虫の種類,棲息数,植栽樹種,苗木の成

長度,栽培条件及び気象条件など種々の要因が関連し

ていて,一概に調査結果を比較検討することは困難な

点もあるが.ヒノキ及びスギの1回味替苗の4-ュo月

までの被告塁調査を行つT:.その括弧 平均枯損率は

ヒノキ苗の 13% に対してスギ苗は6%であった.

しか'るに.枯Iflの余り日だたない6月に放ける根部

の食告状況調盃を行った結果では･ヒイキ苗の平均被
告率8.970に対してスギ1茄では 14% を示し.枯択率

と逆の測係になっていlる.従ってヒノキ苗とスギ苗の

机打は王の三三は,コガネムシFl幼虫の加l苔樹柾に刈する

好退牡に).t囚するものではなく,むしろ加召されやす

いスギの如 ､itJ'/1･:-JJ,Eこよるものと考えられる･

コ)/ネL,･シlllの幼山が季節的に垂tEi移動を行うこと

については..IiIくより調査研兜がある.新曲･縮･田
本BIは･)･ガ･J･ヤコガネの助山について,秋季の平均放

心探収は 3.7cm.12月24日は 18･6cm,4月下旬は
6:7cm.5F]1て仙 ま 8.2cm と報告しており.明永3,

は11-211までは 3-6寸までに班息数多く,3-10

Jjまでは 0-3寸に故も幼山数が多いと報告している.

汎 口付ll･Iわによると11-3凡は平均深度12-18cm

に多くの幼山が越冬しているが,4月下旬より0.3cm

にtWJJして扱企加古する.まぢ田村12)の報告によると,
幼山の平均分相深度は4月 より10月上旬 までは0-

10cm である. このようなコガネムシ現幼虫の春秋2

BIJHこわたるは瓜搾蛇の変化は,著者の調査に放ても認

められ lDJl下佃以降は:表土より下方に移動する幼虫

数が多くTJt).10-20cm の槙瓜密度が最も高く,'っ

いで 0-10cm 及び 20-30cm,30-40cm の校息密＼
皮は柾めて低い.琳季の上方移正伽ま概して4月からで■

あるが,暖地又は暖冬には3月下旬から上方に移動を

.開始し,0-10cm の表土に移動する･ 斯かるコガネ

.4シ類幼虫の季節による鑑息深度の変化と地温との関

係についての報告を見ると,PlintzlO)はPoらやhylla

olivァriについて,幼虫q)垂直移動は地温によって左

右され,地温が10-120になった場合に行われるとい

い,Kosふachevskii3)は5月の上方移動は8.0-9.20,

10月の下方移動は 7.6-9.20であると報告している.

また申払7)は春季の上方移動は11-130,秋季の下方

移動は氾庇の逆転糊の13-170から始まると報告してI
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いる.著者の調査結果では,春季の上方移動は･Flintz

の報告と同様10-120であるが,秋期の下方移伽 ま地

温14-170の逆転期に行われることが祝祭された.′上

記の季節的室田移動のうち,春季の上方移動閲的氾皮

は多くの昆虫の活動開始iES皮であるが,秋季の下方移

動開始温度は比較的商い温度で句る.これらコガネム

シ類幼虫の季節的垂喧移動は前述の総体温故の夕日こ,

地温の逆転または温度の悦斜度が刺戟源となっている

ものと考えられ 春秋2李に於ける垂垣移動開始氾蛇

の相違は,越冬幼虫と新幼虫との温皮反応の相辺では

なかろうか.

要 約

1. 灯火誘殻及び掬取りによって34樫のコガネムシ

が苗畑で採糾され そのうちと＼メコガネが犀占越か並

俊占柾である場合が多かった.

2. 苗畑に楼息加告するコガネムシ幼虫のqi実刑まヒ
メコガネ●,ドゥガネブイブイ,サクラコガネ,セマグ

ラコガネ,スジコガネ.アオドゥガネ,クロコガネ.

オオクロコガネ,マメコガネ,ナガチャコガネ及び t･:

p_ウドコガネ亜科に娼する杜撰である.このうち,多

くの苗畑に放て僚占柾となった種掛 ま成虫の場合と同

様ヒメコガネである.

3.1東京近郊の･m畑におけるヒメコガネの幼虫は過

半数2令で越冬するが,西日本の太平洋岸に近はした

苗畑では3令で越冬するものが過半数を占めている.′
4. 加苔時期は4-10月で.越冬幼虫の過半数が2

令の場合は 5-6月の加告が甚だしく,顕著な故EBは

容1回である∴しかし;越冬幼虫の過半数が3令であ
る場合は被!.引ま春の夕日こ秋にも超も可能性がある.

5･ コガネムシ規幼虫による枯損率は,ヒノキのI

回昧西中の勘合は 13%,スギの1回味替苗では 6%
であった.この両種の枯損率の差は加害樹種に対する

コガネムシ靭幼虫の好選陸によるものではなく.スギ

T指の強い再生'J]によるものである.

＼6･ コガネムシ類幼虫は･10月頃より翌春3月切ま

では地表より10-20cplのは息密度が最も商いが,4

月giから上方に移動 を開始し,.4-9月頃までは 0-

10cm の横臥密度が投&･高い.かかる幼虫の季節.Fig_qi

田移動は,幼虫の趨氾性によるものと考えられ 春季

の越冬幼虫は10⊥120で上昇移動を{即 こ秋季q)新幼

虫は14-17,0で,地温の逆転期に下降移動を行う.
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Th王S.reportdealS With theecologicaland
taxonomicalstudI'esofScambael'daelarvaeinthe

forestnursery.Theresults:obtainedareasfollows:

1. Thirty･fourspeciesofMay-beetlesbelon-

gingtoScarabaeidaewerecollcctedbytheIJ'ght･

traporsweepingilli.･ghtnurseriFSinHonshu･

ThebeetlesvarysomewhatiTltheirlifehistory,

butgeneral一ytl一eyareactivefrom thelastteli

daysofJunetolh占middletendays0ESeptember,

exceptingthespeciesoverwinteringintheadult

stage.

Amongtheふ the_well･knownAnomalaruroaL･

preaMotsch･王sdominantor_sub･dominlantin′
manycases,butJocallyA.genz'aLlaLaMotsch.,

A.LestacellpesMotsch.andA.albozu'losaHope

are dominant. A.桝altislriala Motsch., A.

daimianaHarold,AcupreaHopeandAtLEocel･ica

castaneaArrow werecollectedineverynursery

investigated.

2. Overwinteringspeciesinllabithgthenursery

beds,whichconsistoflarvaeandofadu一tsthat

havenotyettaken f71ghtfro'm the soil, are

AnomAlanL/oc7LPTICaMotsch.,A cupreaHope,

A dal'mz'anaHarold,A.orz'entdisWaterh.-,

A LesEL7Cel'PcsMotsch., A.alb由ilosaHope,

LIChnosLer′Iakl'olonensisBrenske. L.morosa

Waterh.,PopflZiaj̀2Ponl'caNewman,HepEo･

♪flyllEZP･'cea Motsch･ and SeYeralspecies0f

SericinEIe.Tnthenursery;themostdcstruct王ve

dominantpesti?thelarvqeOf･A･ru/ocupna

Motsch.nSinthecnscofthendult, nnditSt

percent叩COfovcrwintcringhIvacJ'n12nurseries

is22.7-96.0,0.I.̂ IsothelarvucorScr王cinLIC,L.

kt'otonenslsBrenske,A.cILPrcaHopennd .̂

da.'m,'alZaHaroTdoccurinralhcrmLlnymrSCrieS

andfeedonthe7ivingrootsofnurserystock.

3. Ⅰnmostparts●oftheKantoref:ion,About

70% of､overwiムーeringIlarvaeofA.,ufoc7LPrea

Motsch:are2ndinstarlarvae,but, generally,

inthesouth-westernpartofHonslm alongtlle

Pacificcoast,3rdinstar一arvaeaccountform(ire
thlan50%.

4. FcediTlgcontinuestllrOughouttheseasons

exceptthewinter,butin.thenurseryimhabited･

bymorethan50% of'ov,erwintering2ndinstar_

larvaeofA nLfocuPi,ea,Motsch･, injury is

･usuallythemostsev占refrom MaytoJunebythe

3rdinstarlarvae.However,whenmorethan50,06

0ftheoverwintering3rdinstarlaⅣaeprevaiL

sometimessevereinjurywi11befound in the

autumnbesidesthespring. し

5･ Avengepercentageofthedeadone-year-oldI

hinoki(Cha桝aeqやal･lsobEusa)transplantsinfested

bywhitegrubsi占13%,andiffrom22toasmany

as34wh王tc grubsinhabitpersquaremeter,

percentageofinjliry王ncludinguse一ess nursery

stocksi毒56/Qo'.Av占ragepercentageofthedeadone･

yeELr･Oldsugi(C7う少10meriajaponica)transp7ants

infestedbywhitegrubsis6%･ThisTessFrlnJury

isnotduet占.thewhitegrubs'host･select王on,but

to the stronger resistanceof.sugitransplantS
againstwhitegrubinjury,

･6. InHons!lu,thewhitegrubslive王nthesoil

atadepth oE0-40cm be一ow thesurfaceand

feedontherootsOfsccdlingS,tr.lngphntgttnd I

wccds.From OctohcrthroughMllrChpopulntion

density･ofthehrvaeisthehighcstat.Tldcptll0f

10-20Cふ. 9̂･thesoilbccomcSW.lrm in the

spring,theyworkupwLlrd,andEromAprilthrough

Septemberthepopu一ationdcnsityofthelarvaeiS

thehighestatadepthof0-10cm.

-Inthespring,asthesoiltemperaturerises
about10-120andthedifference'between the

soiltehperatureoftheupperandthelowerpart

isverysma一l,orthe.temperatureofthellpper

partishigherthanthatoftheTower,one,they

worktheirwayupwardintheso王t.

h theautumn,oTltheapproachoEcoldwea･
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th占randasthesoiltemperathrefallsabout14- migratedeepintothesoilbe一owthefrostline.

170, and thetemperatureofthe lower part Thisseasonal.verticalmovementofthewhite

bccomcshigherthanthatoftheupperone,they grubsseeP S･tbbecausedbytheirthermotropism.

1'opulation ofWhite GrulISin theNursery OfYollng CcderPlant KeizoKomẑ

(EntomologicalLab'O-ra.tory, K6clliUniversity, K6chi)･ Received'Nov･8,1956･Bob,"･

'̂agaku,22,104-107,1957,(W坤 .Englishresume,197). ＼

18.･スギ苗畑に棲息するコガネムシ幼虫個体数の動き 小島堂三 (高知大学 良学部 見出学

研兜窒)31.ll.8 受理

謹 ん で 森 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

スギ田畑の士族中におけるコガネムシ類幼虫の個体数の動きを季節的にしらべた.1また同時に個体

肘の分布型についても考窮を行つT=.

訂t棚 における叔大の苦虫であるコガネムシ助山個体

†刑の自然状態での動きを知っておくことは,生態学的

にも応用昆虫学的にも重要なこIとである.私はこの･T

部.'Jを知るための調査を1953年に行った.然し貿Tr)と労

力などの関係で調査はわずかの回数しか行えず,不充

分なものであるが,その融架を報告する.

なはこの.3.g丑に御協力下さった林業試験場高知文場

械田志郎技'ET,元本山lLLlff舶主任杉本盟椙ili務官に厚く

お礼をlPL上げる.

調 査 方 ~浅

識知爪Li岡邦本山町にある本山首林智北山前畑のス

ギのid一椛を1953年2月9日,6月16日,･10月16日

に抑採り調査をした.この北山苗畑の土矧ま,LT.色火山ヽ
灰土で表土は托く,30cm～50cm の下には祖色の心
土が中った.調査した苗刺 ま幅 90cm,長さ12m の

もの6本.?.1952年春にスギを摘採し.以後普通に管

理していたものであっT:一したがって1953年2月には

1枇 L:の山一木があった.取1回の調査の直後に苗木を

抑採り'拭符を行った･6月.10月には2年生の田が

机見られてあったわけである.ー掘揺り調査に際しては

90cmxlzn を湘査叫位として, 転回各味よt)2個所

､ ずつ計12個所を3E粒しないようラテン方格法により定

めて.地下 30cm までの土を Ocm-15cm, 15cm～

30cm の2厄判こ別けて節別しながら,そこに接良して

いたコガネムシ幼虫を採災した.

また比較のために高知県長岡郡番長村日学にある高

知大学項学部構内の草地を同年3月4日と6月11日に

同様な方法で調査した.ここは川原であった所で多く

の磯を混じた砂質土であった.調査をした草地は前年

に少しく耕作された後に故国されてあった所で串がま

ばらに生.えていた.ここでの掴探りは毎回10田所ずつ

とした.
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棲息していた種類と幼虫の季節的な移動

北山苗畑で採頒されたコガネムシ幼虫の担税はヒメ

､コガネ Anomalatufocuprea､Motsclmlsky.ァカt:I

ロウドコガネ Autoserica.castaneaArrow, オオク

ロコガネ Lac7mosおrn?moT･OSa.Waterhousef マメ

コガネ PopilZiaJaponicaNewman, コフキコガネ

MelolonEhajapoTu'ca Burmeister,ナガチャコガネ＼

HepEoP砂glapiceaMotsc叫 S!y, ドゥガネ An0-

malacupreaHopeであり, その数は節1衣に示し

た.

日串での班斑はヒメコガネ,アカビロウドコガネ.

マメコガネ,コフキコガネ.ドゥガネ,サクラコガネ

Tablel･ Individualnumberof･whitegrubs

collectedatKitayamanursery,■where12placeS
of90cmxlOOcm quadratweredigged･

Feb･91June16t
Depthofearth∴diggedincm .. 0-1515--30TOT-15 ~0-15

Lrhrva 7 ~18 I. 5 ,18.
A.rufdcuP a昔pLar,三; .̀16415 -_1 73 3

Pupa .10

･Ahrva 32 15 ∴ 41128 1A-caskznea 'ppYutaarva .245 182 7
Adult 26

L.moroia .Vhrva 101 1

･′p.japonica pAuHfra 7_ 1

･M.japonica/iLaLarT:aa 3 ･4

H.pz'cea 孟IALa琵…･.2 ･.1 1

Ac呼Tlea .JⅠIArVa 1 .1


